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インドネシア：政策金利を0.25%引き上げ、5.50%に
5ヵ月連続の利上げでインフレ抑制と通貨ルピアを下支え

英国プルーデンシャル社は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイ
ナンシャル社、および英国のM&G社の子会社であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありません。

インドネシア中央銀行（BI）は12月22日、2日間の金融政策決定会合を終え、政策金利を0.25%引き上げて5.50%
にすることを決定しました。利上げは5ヵ月連続となりました。BIは会合後の声明で、今回の利上げはインフレ抑制と通貨ルピア
の下支えが狙いである、と説明しました。BIの動向、市場の反応および今後の見通しについてご説明します。
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出所：Bloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

【株式】 ジャカルタ総合指数の推移
（2017年1月3日～2022年12月22日）

出所：Bloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

 5ヵ月連続の利上げを決定
 BIは12月22日、2日間の金融政策決定会合を終え、
政策金利である7日物リバースレポ金利を0.25%引き
上げて5.50％としました。8月以降、5ヵ月連続の利上
げとなります。BIはインフレ見通しを引き下げており利上
げ幅についは前回の0.50%から0.25%に縮小しました。
なお、大方の市場参加者は0.25%の利上げ幅を予想
していたため、今回の利上げは想定通りとなりました。

 BIのペリー総裁は会合後の会見で「今回の利上げはイ
ンフレ率を目標レンジに収めるべく、慎重で前倒し、かつ
先手を取った前向きな対応である」と説明しました。イン
ドネシアでは、11月のインフレ率（消費者物価指数
（CPI））は前年同月比5.42％の上昇となり10月の
同5.71%からは低下したものの、中銀の目標レンジ
（２-４％）を依然として上回っていました。なお、10
月、11月と2ヵ月連続で低下しており足元では鈍化傾
向にあります。また通貨ルピアが対米ドルで安値圏で推
移していたことも利上げ材料となりました。

 市場の反応と今後の見通し
 今回の利上げは市場の想定通りで、市場の反応は限
定的となりました。22日の株式市場は小幅上昇、為替
は対米ドルで小幅上昇しました。債券市場は長期国債
の利回りは前日とほぼ変わらずとなりました。（ジャカルタ
総合指数は前日比+0.06％、10年国債利回りは前
日比+0.1bps（+0.001％））

 当社は、今後の利上げのペースは0.25%刻みとなり、
最終的に政策金利は2023年1-3月に6%となる可能
性が高い、とみています。またインフレ率については物価
上昇圧力は和らいでおり、ピークに達した可能性がある
と考えています。直近の世界的な金利低下や米ドル安
を背景に、インドネシアでは株式、債券市場には継続的
な資金流入がみられ、また好調な内需と資源価格の上
昇に支えられ国内景気は力強い回復を見せており、株
式、債券ともに安定的に推移するとみています。

【政策金利と債券利回り】 政策金利とインドネシア10年国債利回りの推移
（2017年1月2日～2022年12月22日）
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